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住宅用
太陽光発電システム
設置費補助金
　町民の皆さんのクリーンエネルギー利用を積極的に支援し、環境保全意識の高揚を図るため、住宅用太
陽光発電システムを設置する方に対して予算の範囲内で補助金を交付します。
　新たに住宅用太陽光発電システムを設置しようと計画されている方は、総務課企画係までご相談ください。

■お問い合わせ先　総務課企画係　　　　　℡62-1111（内線112・113）

　補助金の額は、発電システムを構成する太陽電池の最大出力に 1キロワット当たり
40,000円を乗じて得た額とします。ただし、補助の対象は4キロワットまでとし、4キ
ロワットを超える場合は4キロワットとして算出します。

例１：2.55キロワットの場合（※小数点第2位を四捨五入）
　２.6（キロワット）×４０，０００円＝１０４，０００円

例２：５.5キロワットの場合
　４（キロワット）×４０，０００円＝１６０，０００円

補助金
の額

・住宅の屋根等への設置に適した、低圧配電盤と逆潮流有りで連携するものであること。

・設置前において、使用に供されたものでないこと。

・電力会社と電力需給契約を締結していること。

・ 太陽電池の出力を監視する等により、起動及び停止等に関して全自動運転を行うもの
であること。

・ 連係保護機能については、系統連携技術要件ガイドラインに記述したものを満足する
ものであること。

・ 高森町住宅用太陽光発電システム設置補助金交付規則に定める技術要件に適合するも
のであること。

※ この補助金は、
株式会社青山製
作所熊本工場か
らの一般寄付を
活用させていただ
いています。

地球環境を　　　　　　　　考えよう！・アザミウマ類だけがＴＳＷＶを媒介します。特にミカンキイロアザミウマには注意が必要です。
・ハサミ等による管理作業、種子、土壌、他の害虫（アブラムシ類・コナジラミ類など）では伝染しません。
・雑草には感染源になるものがあります。ほ場内外の除草を徹底しましょう。
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キ　ク

黄化えそ病が発生しています
　阿蘇地域南部のナス栽培ほ場で「黄化えそ病」が発生していま
す。この病気は、トマト黄化えそウイルス（ＴＳＷＶ：Tomato
　Spotted　wilt　virus）により引き起こされ、500 種類以上の
植物に感染します。主にナス科、キク科、マメ科などの野菜や花
で発生して多大な被害を与えます。
　今後、発生地域が広がるおそれがありますので、早期発見と防
除の徹底に努めましょう。

葉に退緑、黄化、輪紋、えそを生じる。
茎にえそ、湾曲を生じる。
株全体がわい化する。

葉に退色輪紋、えそ輪紋、葉脈間がえ死する。
茎にえそ条斑、扁平化、曲がりを生じる。

葉にやや不鮮明な大型の褐色斑紋を生
じ、褐色えそ斑になる。生長点付近の葉は
えそ斑点やえそを生じ、奇形となる。

体長約1.5㎜の小さな虫です。
野外では5月と9月ごろに増えます。

・アザミウマ類だけがＴＳＷＶを媒介します。特にミカンキイロアザミウマには注意が必要です。
・ハサミ等による管理作業、種子、土壌、他の害虫（アブラムシ類・コナジラミ類など）では伝染しません。
・雑草には感染源になるものがあります。ほ場内外の除草を徹底しましょう。

葉・茎・葉柄に褐色えそ斑を生じ、
黄化枯死する。果実には褐色えそ
斑を生じ、こぶ状の奇形果となる。

トルコギキョウトマト

ナ　ス

ミカンキイロアザミウマ

病徴

伝染の
方法

■お問い合わせ先　熊本県阿蘇地域振興局農林部農業普及指導課園芸産地育成班　℡0967-22-0622
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町
中
心
部
の
商
店
街
一
帯
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
る「
風
鎮
祭
」。
今
年
も「
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
」

を
メ
イ
ン
会
場
に
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
企

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
祭
り
の
牽
引
車
で
あ
る
向
上
会
に

よ
る
「
目
覚
ま
し
」
で
ス
タ
ー
ト
。
17
日
は
「
風

鎮
太
鼓
」
や
「
風
鎮
総
踊
り
」
な
ど
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夜
に
は
約
１
，
５
０
０

発
の
花
火
が
町
を
彩
る
予
定
で
す
。
18
日
は
「
五

穀
豊
穣
」
か
ら
は
じ
ま
り
、
祭
り
の
メ
イ
ン
「
山

の
引
立
て
」
や
「
節
刀
渡
し
」
な
ど
が
行
わ
れ
、

五
町
向
上
会
の
競
演
「
に
わ
か
コ
ン
ク
ー
ル
」

が
ト
リ
を
飾
り
ま
す
。

　

来
て
、
見
て
、
出
て
楽
し
い
「
風
鎮
祭
07
」。

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

風
鎮
祭
実
行
委
員
会　

℡
６
２-

０
２
７
４

　
　
　

８
月
17
日（
金
）

　
　
　

８
月
18
日（
土
）

高
森
の
ア
ツ
イ
夏
、

主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

８
月
17
日（
金
）

　

午
前
10
時
〜　
　
　
「
子
ど
も
手
踊
り
」

　

正　
　

午
〜　
　
　
「
商
店
会
抽
選
会
」

　

午
後
３
時
〜　
　
　
「
開
会
式
」

　

午
後
４
時
30
分
〜　
「
熊
本
県
警
音
楽
隊
」

　

午
後
６
時
〜　
　
　
「
風
鎮
総
踊
り
」

　

午
後
８
時
〜　
　
　
「
花
火
大
会
」

８
月
18
日（
土
）

　

午
前
８
時
〜　
　
　
「
五
穀
豊
穣
祈
願
祭
」

　

午
前
10
時
〜　
　
　
「
五
町
向
上
会
競
演
」

　

午
前
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時
〜　
　
　
「
高
森
幼
稚
園
子
供
御
輿
」

　

正　
　

午
〜　
　
　
「
秀
岳
館
高
校
太
鼓
」

　

午
後
３
時
30
分
〜　
「
山
の
引
き
立
て
」

　

午
後
６
時
〜　
　
　
「
節
刀
渡
し
」

　

午
後
９
時
〜　
　
　
「
に
わ
か
コ
ン
ク
ー
ル
」
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阿
蘇
郡
市
中
体
連
大
会

　6月下旬から7月上旬にかけて、阿蘇郡市内の各会場で繰り広げられた「阿蘇郡市中体
連大会」。高森中学校と高森東中学校からたくさんの選手が出場し、好成績を収めました。

高
森
中
学
校

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

谷川 あずみさん 津留 葵さん 大塚 紫織さん 堀田 沙智さん

三森 結衣さん 立山 宗一郎くん 古澤 慎吾くん 津留 将太郎くん

佐藤 雄二くん 田上 雅弘くん 吉良山 晃くん

高森中学校
◆ソフトボール
　【女子】優勝
◆ソフトテニス
　【女子団体】優勝
　【女子個人】
　　2 位／谷川 あずみさん（3年）   　　
　　　　　津留 葵さん（2年）
　　3位／大塚 紫織さん（3年） 　　　　
　　　　   堀田 沙智さん（3年）
◆柔道
　【女子 44㎏以下】
　　優勝／三森 結衣さん（1年）
　【男子 55㎏以下】
　　優勝／立山 宗一郎くん（2年）
　【男子 66㎏以下】
　　優勝／古澤 慎吾くん（2年）
　【男子 73㎏以下】
　　2 位／津留 将太郎くん（2年）
◆剣道
　【男子団体】優勝
　【1年男子個人】優勝／本田 和将くん
◆バドミントン
　【女子個人シングルス】
　　優勝／木津 秋乃さん（1年）
　　２位／岩下 まりあさん（1年）

高森東中学校
◆卓球
　【男子個人シングルス】
　　2 位／佐藤 雄二くん（3年）
◆バドミントン
　【男子個人ダブルス】
　　2 位／田上 雅弘くん（3年）
　　　　　吉良山 晃くん（3年）

本田 和将くん 木津 秋乃さん 岩下 まりあさん

 県大会出場団体及び選手

駆
け
抜
け
た
夏
！

高森中学校男子剣道部

高森中学校ソフトテニス部
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NEWS

熊本フレイン
町社協に車いす５台寄贈

高森町のあれこれ

　熊本フレイン（下田英隆代表
取締役）から町社会福祉協議会
に車いす 5 台が寄贈されまし
た。熊本フレインは社会貢献の
一環として、介護用品を小国地
域に贈っており、本町では初め
て。7月 2日に野尻勇市郎営業
部長が会長の藤本正一町長に引
き渡しました。車いすは町社会
福祉協議会に備え付けられ、町
民に貸し出されています。

▼藤本正一町長に「社会福祉の向上に役立ててください」と目録を読む野尻勇市郎営業部長。

社会を明るくする運動
安全で安心して暮らせる明るい地域づくり

　７月は「社会を明るくする運動強調月間」。この運動は、
すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの
更正について理解を深め、それぞれの立場において力を合
わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的
な運動です。本町でも７月３日に阿蘇南部保護司会と高森
町更生保護婦人会がパレードを実施しました。

　6月 30日、高森総合センターで「第 37回高森町老人ク
ラブ演芸大会」が開催されました。これは町老人クラブ連
合会（佐藤徹会長）が毎年行っているもので、16 の老人
クラブがこの日までに練習してきた歌や踊りを熱演。参加
者たちは和やかな雰囲気の中、笑いあり涙ありのステージ
を楽しみました。

▼役場や中学校などを回り、明るい社会づくりを呼びかけました。

▲歌や踊り、民謡など35のプログラムで盛り上がりました。

老人クラブ演芸大会
明るく元気なお年寄り大集合



677 Public Information

▲チームワークが持ち味！高森中学校女子ソフトボール部。

高森中学校女子ソフトボール部
城北大会で２年ぶりの優勝
　「第 28 回城北連合中学女子ソフトボール大会」で、
高森中学校女子ソフトボール部が 2年ぶりの優勝を飾
りました。大会は 5月 6 日から 3日間かけて行われ、
決勝戦に進んだ高森中学校女子ソフトボール部は、6月
9日に菊池南中学校と対戦。2対 1の接戦を勝利し、２
年ぶりの優勝を果たしました。

天神区自主防災訓練
１００種４００鉢を展示
　5月 20 日、天神区で自主防災訓練が行われました。観
光交流センターで「すみれフェスタ 2007」が開催されま
した。会場には、阿蘇地方自生のアソヒカゲスミレのほ
か原種や交配種、外国種など約 100 種 400 鉢が展示され、
訪れた人の目を楽しませていました。すみれは、熊本市
の熊本すみれ会の会員が育てたものです。

↓連日たくさんの人が訪れていました。 ヒゴムラサキ料理研究会
今年も新作が登場
　6月 24 日に高森総合センターで「ヒゴムラサキ料理
研究会」が行われました。ＪＡ阿蘇女性部ヒゴムラサキ
料理研究会（吉良山美津子会長）が「なすのカルパッチョ」
や新作「ナップルパイ」など 7品を調理。ＪＡ関係者
らが試食し好評を得ていました。その後、ＪＡ阿蘇南部
なす部会出荷査定会が開かれました。

▲ヒゴムラサキをごま入りの衣で揚げた「ゴマカツ」。

高森高校インターンシップ
仕事の厳しさと楽しさを実感した４日間
　7月 10 日から 13 日にかけて、高森高校の 2年生が町
内の各事業所などでインターンシップ（就業体験）を行
いました。これは、将来の就職選択に役立てようと毎年
行われているもので、役場住民福祉課で実習を行った岩
下美江さんは「はじめのうちはたいへんだったけど、だ
んだん慣れて仕事が楽しくなった」と話していました。

▼役場建設課で実習した日置康太くん。

優良子牛保留奨励品評会
愛情たっぷりに育った子牛７７頭が集結
　７月 20 日、南阿蘇家畜市場で「第 49 回高森町優良子
牛保留奨励品評会」が開催されました。優等賞は次のとお
りです。褐色（若令の部）／はるみ・白石吉勝さん（河原・
市野尾）、褐色（壮令の部）／つつじ・児玉國廣さん（尾下・
馬渡）、黒毛（若令の部）／すずらん・山田光士さん（色見・
西丁）、黒毛（壮令の部）／ふくひら・後藤末義さん（高森・
冬野）

▼各部門ごとに発育、体伸、資質などを競いました。
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申告などの期限の延長
　災害などの理由により、期限まで
に申告や納付ができないときは、税
務署長に期限の延長を申請し、承認
を受けることにより、その理由のや
んだ日から2ヶ月以内の範囲で期限
を延長することができます。

納税の猶予
　災害により損害を受けたため税金
を納期限までに納めることができな
い方は、前述の納期限の延長のほか
に、一定の要件の下で納税の猶予を
受けられる場合があります。（災害の
やんだ日から2ヶ月以内に申告する

ことが必要です）

所得税の軽減・免除
　災害によって、住宅や家財などに
損害を受けたときは、一定要件の下、
確定申告で①「所得税法」に定める
雑損控除による方法、②「災害免除
法」に定める税金の軽減免除による
方法、のいずれか有利な方法を選ぶ
ことによって、所得税の全部または
一部を軽減することができます。

災害にあったとき
の税

　台風等の自然災害に対して、「自然
にはかなわない、何を準備しても無駄
だ」などとあきらめるのではなく、「自
分の身は自分で守る」という意識を
持って、日ごろから災害に対する万全
の備えをしておき、発生時の被害を最
小限にすることが大切です。

日ごろの準備を万全に
● 非常持ち出し品の準備、点検をして
おきましょう。（貴重品、非常用食、
飲料水、携帯ラジオ、懐中電灯、救
急医療品など）
● 避難場所、避難経路を決めておきま
しょう。

避難をするときは！
● ヘルメットなどで頭部を保護し、な
るべく肌を露出しない服装（長袖の
上衣、長ズボン、軍手など）をして
避難しましょう。
● 荷物は最小限度にまとめて持ち出し
ましょう。

家庭での防災会議を
● 災害時の連絡方法を話し合っておき
ましょう。
● 避難場所や避難経路を確認しておき
ましょう。付近の状況を把握してお
き塀やがけの近くを通行しないよう
な経路を選択しておきましょう。

風水害に備えま
しょう！

地震発生・・・
そのときに備えて
　7月新潟県中越沖地震が発生しま
した。熊本県も地震の要因である活
断層が確認されており、日ごろから
地震に対する注意や準備が必要と思
われます。
　もしも地震にあったとき、「あわて
ず落ち着いて自分の身を守る」、「火
を使っていたらその火を消す」など
を実践できるよう普段から心がけた
いものですが、体験したこともない
揺れに気が動転して、その場で動け
なくなることも事実です。そうなら
ないよう普段から次のようなことを
心がけましょう。
● 小さな揺れを感じただけでも、目
の前に火があるときは火を消す。
● 出入り口を開いて安全なスペース
に脱出する。
● 戸外では落下物の危険性が多いの
で、ヘルメットや身近にあるもの
で頭をカバーする。

■お問い合わせ先
　阿蘇広域消防本部南部分署
　℡６２- ９０３４

■お問い合わせ先
　阿蘇税務署
　℡0967- 22 -0551
　税務相談室
　℡0967- 22 - 0559

■お問い合わせ先
　高森警察署
　℡６２- ０１１０
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増額分は5年間分をさかのぼってお支払い

当初からお支払

5 年を超える分は、時効消滅 全額を
お支払

▼71歳▼66歳▼60歳
後
で
判
明　

当
初

年金時効特例法
国民年金だより

じんけん人権
住じ

ゅ
う

民み
ん

福ふ
く

祉し

課か　

人じ
ん

権け
ん

同ど
う

和わ

啓け
い

発は
つ

係か
か
り

■お問い合わせ先　熊本東社会保険事務所　℡096-367-2500

年金記録が訂正された結果、年金が増額した場合でも、時効消滅により直近の 5年
間分の年金に限ってお支払いしていました。

【具体例①】60歳から年金を受給していた方で、71歳で追加すべき年金記録が見つかった場合

社し
ゃ

会か
い

教き
ょ
う

育い
く

と
は
何な

ん

で
す
か
？

　

子こ

ど
も
に
会あ

っ
て
「
元げ

ん

気き

ね
」
と
声こ

え

を
か
け
る
こ
と
一ひ

と

つ
で
も
立り

っ

派ぱ

な
社し

ゃ

会か
い

教き
ょ
う

育い
く

で
す
。
み
ん
な
で
素す

敵て
き

な
町ま

ち

に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

人じ
ん

権け
ん

問も
ん

題だ
い

に
つ
い
て
思お

も

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

生せ
い

命め
い

に
関か

か

わ
る
最も

っ
と

も
大た

い

切せ
つ

な
問も

ん

題だ
い

で
す
。
仕し

事ご
と

は
何な

に

か
、
ど
こ
で
生う

ま
れ
た
か
、

ど
こ
に
住す

ん
で
い
る
か
、
性せ

い

別べ
つ

は
、
年ね

ん

齢れ
い

は
、
な
ど
の
違ち

が

い
で
格か

く

差さ

や
差さ

別べ
つ

が
現げ

ん

実じ
つ

に
広ひ

ろ

が
っ
た
り
、
残の

こ

さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
何な

ん

の
罪つ

み

も
な
い
人ひ

と

が
理り

不ふ

尽じ
ん

な

言こ
と

葉ば

を
浴あ

び
せ
ら
れ
た
り
、
不ふ

利り

益え
き

な
扱あ

つ
か

い
を
受う

け
る
な
ど
は
絶ぜ

っ

対た
い

に
許ゆ

る

せ
ま
せ

ん
ね
。
大お

お

き
な
声こ

え

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
う
我が

慢ま
ん

す
る
だ
け
が

美び

徳と
く

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

男だ
ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

社し
ゃ

会か
い

に
つ
い
て
ど
う
思お

も

い
ま
す
か
？

　

退た
い

職し
ょ
く

し
て
か
ら
は
と
き
ど
き
台だ

い

所ど
こ
ろ

に
立た

ち
、
妻つ

ま

の
炊す

い

事じ

を
手て

伝つ
だ

っ
て
い
ま
す
が
、

腰こ
し

が
痛い

た

く
な
り
ま
す
。
三さ

ん

度ど

の
食

し
ょ
く

事じ

の
用よ

う

意い

が
ど
ん
な
に
た
い
へ
ん
か
初は

じ

め
て
わ

か
り
ま
し
た
。
男だ

ん

性せ
い

が
得と

く

意い

な
仕し

事ご
と

、
女じ

ょ

性せ
い

が
得と

く

意い

な
仕し

事ご
と

、
一い

っ

緒し
ょ

に
や
っ
た
方ほ

う

が
よ
い
仕し

事ご
と

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
現げ

ん

実じ
つ

は
女じ

ょ

性せ
い

が
ま
だ
ま
だ
弱よ

わ

い
立た

ち

場ば

に
あ
る
状

じ
ょ
う

況き
ょ
う

に
変か

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
今こ

ん

後ご

も
自じ

分ぶ
ん

に
で
き
る
こ
と
を
実じ

っ

践せ
ん

し
な
が
ら
、
男だ

ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

へ
の
理り

解か
い

を
深ふ

か

め
て
い
き
た
い
と
思お

も

い
ま
す
。

インタビュー7

年金記録の訂正による年金の増額分は、時効により消滅した
分を含めて、ご本人または、ご遺族の方へ全額をお支払します。

今までは

年金時効特例法の成立により、この部分も全期間さかのぼっ
てお支払いします。これからは

5 年間分はさかのぼってお支払い時効消滅 全額をお支払

【具体例②】�72 歳の時に年金記録が見つかり、年金の受給資格があるこ
とが分かった場合

▼72歳▼67歳▼65歳

※受給権発生の年齢は、個人により異なります。

◎
前ぜん
社しゃ
会かい
教きょう
育いく
委い
員いん
長ちょう

那な

須す　

哲て
つ

憲の
り

さ
ん
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高
森
町
役
場
℡
62-

１
１
１
１
／
草
部
出
張
所
℡
64-

０
２
１
１
／
野
尻
出
張
所
℡
65-

０
２
１
１

新  

着  

情  

報

　

木
を
身
近
な
も
の
に
感
じ
、
森
林
に
興
味
を

も
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
く
ま
も
と
の
木
で
創
っ

た
木
製
遊
具
を
、
幼
・
保
育
園
、
子
育
て
サ
ー
ク

ル
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
、
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

森
林
環
境
や
木
育
に
つ
い
て
の
学
習
会
や
情
報
提

供
を
併
せ
て
行
う
こ
と
が
条
件
で
す
。
運
搬
等
に

つ
い
て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
貸
出
す
る
遊
具　

①
ヒ
ノ
キ
の
積
み
木
、
棒

　
（
た
く
さ
ん
の
小
さ
な
円
柱
形
の
棒
の
遊
具
で

　

す
。
積
み
木
と
し
て
遊
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
）、

　

②
木
の
パ
ズ
ル

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
林
業
振
興
課
県
産
材
利
用
推
進
室

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
４
４
８

　

８
月
22
日
か
ら
、「
く
ま
も
と
の
木
に
親
し
む

ウ
ィ
ー
ク
」
と
し
て
、
く
ま
も
と
の
木
や
森
林
と

触
れ
合
っ
て
い
た
だ
く
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
す
。
熊
本
市
こ
ど
も
文
化
会
館
で
は
、
た
く
さ

ん
の
木
製
遊
具
で
遊
ん
で
、
木
や
森
林
に
つ
い
て

知
っ
て
い
た
だ
く
「
木
の
お
も
ち
ゃ
ラ
ン
ド
」「
プ

レ
・
木
の
お
も
ち
ゃ
ラ
ン
ド
」
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
ぴ
っ
た
り
の
勉
強

会
を
、８
月
22
日
（
水
）、23
日
（
木
）、25
日
（
土
）

に
く
ま
も
と
工
芸
会
館
で
行
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
林
業
振
興
課
県
産
材
利
用
推
進
室

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
４
４
８

　

食
の
大
切
さ
を
実
感
し
、
適
切
な
食
生
活
を
実

践
で
き
る
こ
と
を
目
的
に
「
食
育
推
進
く
ま
も
と

県
民
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

○
日
時　

８
月
22
日
（
水
）
午
後
０
時
50
分
〜
午

　

後
４
時
20
分

○
場
所　

火
の
君
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
下
益
城

　

郡
城
南
町
）

○
内
容　

体
験
教
室
、
基
調
講
演
「
心
と
体
を
元

　

気
に
す
る
食
育
の
ス
ス
メ
」、
食
育
活
動
事
例

　

紹
介

○
募
集
期
間　

７
月
31
日
（
火
）
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
環
境
生
活
部
食
の
安
全
・
消
費
生
活
課

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
２
８
９

　

県
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
「
く
ま
も
と

健
康
づ
く
り
応
援
店
」
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
対
象　

飲
食
店
、
弁
当
・
総
菜
店
等

○
内
容　

栄
養
成
分
の
表
示
、ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー

　

の
提
供
、
ヘ
ル
シ
ー
オ
ー
ダ
ー
の
実
施
の
中
か

　

ら
取
り
組
む
項
目
を
選
ん
で
実
施
す
る
。

○
募
集
期
間　

９
月
28
日
（
金
）
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
健
康
福
祉
部
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
２
５
２

　

阿
蘇
地
域
振
興
局
税
務
課
で
は
、
次
の
と
お

り
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

　

正
規
の
手
続
費
用
と
比
べ
る
と
、
安
価
で
購

入
で
き
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
電
話

加
入
権
等
の
取
得
を
お
考
え
の
方
や
、
公
売
に

つ
い
て
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
情
に
よ
り
公
売
を
中
止
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

○
公
売
日　

８
月
22
日
（
水
）

○
入
札
開
始　

午
後
１
時
30
分
〜
（
で
き
る
だ

　

け
お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）

○
場
所　

阿
蘇
地
域
振
興
局
１
階
小
会
議
室

○
準
備
す
る
も
の　

現
金
（
２
万
円
以
内
）、
印

　

か
ん
（
個
人
の
場
合
、
認
印
で
可
）、
筆
記
用

　

具
○
当
日
の
手
続
き　

電
話
加
入
権
を
落
札
さ
れ

　

た
場
合
、
当
日
売
却
代
金
を
納
付
い
た
だ
き

　

ま
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
利
用
権
を
落
札
さ
れ

　

た
場
合
、
８
月
29
日
（
水
）
に
売
却
代
金
を

　

来
局
納
付
い
た
だ
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
地
域
振
興
局
総
務
部
税
務
課

　

℡
０
９
６
７-

２
２-

４
５
２
７

　

に
が
り
と
は
、
海
水
か
ら
と
れ
る
食
品
添
加
物

で
海
水
か
ら
塩
を
作
る
際
に
で
き
る
、
余
剰
な

ミ
ネ
ラ
ル
分
を
多
く
含
む
粉
末
ま
た
は
液
体
で
、

主
に
豆
腐
の
伝
統
的
製
法
に
お
い
て
豆
乳
を
固

め
る
凝
固
剤
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
「
食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基
準
の
一

部
改
正
」
が
あ
り
、
粗
製
海
水
塩
化
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
「
に
が
り
」
を
製
造
・
加
工
す
る
場
合
は
、

添
加
物
製
造
業
の
許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
製
造
・
加
工
を
さ
れ
て
い
る
方
、
今
後
、

製
造
・
加
工
を
お
考
え
の
方
は
、
保
健
所
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
添
加
物
製
造
業
と
は
、
食
品
衛
生
法
の
規
定  

　

で
規
格
が
定
め
ら
れ
た
添
加
物
を
製
造
す
る
営

　

業
で
す
。
ま
た
、
食
品
添
加
物
の
小
分
け
行

　

為
を
行
う
と
き
も
添
加
物
製
造
業
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
保
健
所

　

℡
０
９
６
７-

３
２-

０
５
３
５

く
ま
も
と
の
木
で
創
っ
た

木
製
遊
具
を
貸
し
出
し
ま
す

固定資産税第2期の納期限は8月31日（金）です。／高森町役場税務課

食
育
推
進
く
ま
も
と
県
民
大
会

電
話
加
入
権
・Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線

利
用
権
の
公
売

く
ま
も
と
の
木
と
親
し
む

ウ
ィ
ー
ク

「
く
ま
も
と
健
康
づ
く
り

応
援
店
」
募
集

粗
製
海
水
塩
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

「
に
が
り
」
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高
森
中
央
〜
久
木
野
庁
舎
〜
熊
本
空
港
〜
熊
本

駅
行
き
の
空
港
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
が
７
月
１
日
か
ら

運
行
経
路
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

運
賃
１
，
０
０
０
円
で
、
往
復
４
便
が
運
行
し

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
高
森
中
央
発

　

・
午
前
６
時
30
分
・
午
前
８
時
30
分

　

・
午
後
１
時
・
午
後
３
時

○
熊
本
駅
発

　

・
午
前
10
時
・
正
午

　

・
午
後
４
時
15
分
・
午
後
６
時
15
分

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

産
交
バ
ス
株
式
会
社
高
森
営
業
所

　

℡
６
２-

０
５
１
５

　

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
、
母
子
家
庭
等
医
療

費
助
成
事
業
が
「
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

事
業
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
事
業
は
、
ひ
と

り
親
家
庭
等
の
父
ま
た
は
母
及
び
児
童
の
健
康
を

保
持
し
、
就
業
に
よ
る
経
済
的
自
立
と
家
庭
生
活

の
安
定
に
寄
与
す
る
た
め
、
医
療
費
の
一
部
を
助

成
す
る
も
の
で
す
。

○
対
象

　

・
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
父
ま
た

　
　

は
母

　

・
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日

　
　

ま
で
の
間
に
あ
た
る
方
で
父
ま
た
は
母
の
な

　
　

い
児
童

　

・
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日

　
　

ま
で
の
間
に
あ
た
る
方
で
父
母
の
な
い
児
童

○
助
成
額　

国
民
健
康
保
険
及
び
社
会
保
険
各
法

　

の
規
定
に
よ
り
、
保
険
給
付
を
受
け
る
場
合
に

　

負
担
す
べ
き
額
か
ら
附
加
給
付
を
差
し
引
い
た

　

額
の
３
分
の
２

※
児
童
扶
養
手
当
同
様
、
所
得
額
に
よ
る
制
限
な

　

ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
住
民
福
祉
課

　

福
祉
係
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課
福
祉
係

　

内
線
１
２
２
・
１
２
３

　

昨
年
度
ま
で
75
歳
以
上
の
方
全
員
に
対
し
敬
老

祝
金
を
支
給
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
か
ら
は

節
目
の
喜
寿
（
77
歳
）、
米
寿
（
88
歳
）、
１
０
０

歳
の
方
に
の
み
敬
老
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

一
部
廃
止
に
伴
う
財
源
は
、
老
人
福
祉
の
向
上

の
た
め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
老
人
の
皆
さ
ん

が
幸
せ
な
生
活
を
送
れ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

　

な
お
、
敬
老
祝
金
は
各
地
区
の
敬
老
会
で
お
渡

し
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課
福
祉
係　

内
線
１
２
２
・
１
２
３

　

熊
本
相
談
所

　

℡
０
９
６-

３
５
３-

２
３
２
２

　

阿
蘇
相
談
所

雇
用
保
険
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

　

　母子保健推進員は、町
の委嘱を受けて妊婦さん
と赤ちゃんのいるお宅を
訪問して、いろんな相談に
のったり、乳幼児健診のお
手伝いなどをしています。
　町に住む子育て真っ最
中のお父さん、お母さん
が安心して楽しく子育てで
き、子どもたちがすくすく
と育っていくことを願って
活動しています。
　お宅を訪問したときは
どうぞよろしくお願いしま
す。

高森町母子保健推進員

国民健康保険税第４期の納期限は８月３１日（金）です。／高森町役場住民福祉課

　

阿
蘇
相
談
所

■お問い合わせ先
　住民福祉課健康推進係　℡62-1111（内線126）

高森町母子保健推進員
敬称略・（　）は担当地区

山本　博美　（村山・上在）

後藤千代美　（天神・上町）

沼田　洋子　（旭通）

大寺　逸子　（昭和）

住吉美智子　（下町）

渡邊　文枝　（横町）

長崎てつよ　（冬野・森・津留）

佐伯千代子　（上色見）

山室　英子　（色見）

甲斐都紀代　（草部）

森本　浩子　（野尻）

写真左から
甲斐さん、
森本さん

写真左から
大寺さん、
住吉さん、
渡邊さん

写真左から
長崎さん、
佐伯さん、
山室さん

写真左から
山本さん、
後藤さん、
沼田さん

空
港
リ
ム
ジ
ン
バ
ス

敬
老
祝
金
の
一
部
廃
止

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
事
業
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高
森
町
役
場
℡
62-

１
１
１
１
／
草
部
出
張
所
℡
64-

０
２
１
１
／
野
尻
出
張
所
℡
65-

０
２
１
１

新  

着  

情  

報

　

現
在
行
っ
て
い
る
事
業
継
続
の
見
通
し
が
つ
か

な
い
中
小
企
業
者
の
方
は
、
事
業
・
財
務
の
リ
ス

ト
ラ
が
遅
れ
て
、
借
入
債
務
が
急
増
し
、
そ
の
後

の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
困
難
と
な
る
事
例
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
廃
業
を
経
験
し
た
方
が
再
度

起
業
を
し
よ
う
と
し
た
場
合
に
、
民
間
金
融
機
関

か
ら
融
資
を
受
け
ら
れ
ず
、
過
去
の
廃
業
経
験
を

活
か
せ
な
い
と
い
っ
た
事
例
も
見
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

こ
う
い
っ
た
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
お
け
る
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
対
し
て
、
中
小
企
業
診
断
士
、
税
理

士
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
等
の
専
門
家
に
よ
る
無

料
相
談
を
行
う
こ
と
に
よ
り
広
く
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
高
森
町
商
工
会
ま
た
は
熊
本
県
商

工
会
連
合
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
森
町
商
工
会

　

℡
０
９
６
７-

０
２
７
４

　

熊
本
県
商
工
会
連
合
会
広
域
振
興
課

　

℡
０
９
６-

３
２
５-

５
１
６
１

　

衛
星
ラ
ジ
オ
の
放
送
講
座
を
聴
き
な
が
ら
自
宅

で
学
習
、
レ
ポ
ー
ト
提
出
と
月
平
均
２
回
の
ス

ク
ー
リ
ン
グ
を
積
み
重
ね
、
３
年
で
高
校
が
卒
業

で
き
ま
す
。

　

学
ぶ
意
欲
さ
え
あ
れ
ば
、
年
齢
不
問
、
勤
労
者
・

主
婦
・
生
涯
学
習
を
目
指
す
高
齢
者
等
、
誰
で
も

入
学
で
き
ま
す
。

○
願
書
受
付　

８
月
20
日（
月
）〜
９
月
25
日（
火
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

東
海
大
学
付
属
望
星
高
等
学
校
熊
本
校

　

℡
０
９
６-

３
８
３-

７
３
３
０

　

専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。
電
話
で
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

○
日
時　

月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）　

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
正
午
〜
午
後
１
時
を   

　

除
く
）

※
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
の
午
後
１
時
〜
午
後
４

　

時
は
、
弁
護
士
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い

　

ま
す
。（
要
予
約
）

○
場
所　

熊
本
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　
（
熊
本
市
辛
島
町
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会
熊
本
自
動
車
保
険

　

請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
６-

３
２
４-
８
７
４
０

　

わ
が
国
の
憲
法
は
、
職
業
選
択
の
自
由
を
基
本

的
人
権
の
一
つ
と
し
て
、
す
べ
て
の
国
民
に
保
障

し
て
い
ま
す
。

　

従
業
員
の
採
用
に
当
た
っ
て
、
本
籍
、
出
身
地
、

家
族
の
職
業
、資
産
、思
想
・
信
条
等
を
聞
い
た
り
、

書
か
せ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
、
応
募
者
の
適
性

と
能
力
に
基
づ
か
な
い
、
誤
っ
た
採
用
選
考
を
行

わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
戸
籍
謄（
抄
）
本
の
提
出
及
び
身
元
調

査
は
、
就
職
差
別
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
行
わ
な

い
よ
う
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
規
学
校
卒
業
者
の
採
用
に
当
た
っ
て
、
企
業

等
が
求
め
る
応
募
書
類
に
つ
い
て
は
、
中
学
卒
は

「
職
業
相
談
票（
乙
）」、
高
校
卒
は「
全
国
高
等
学

校
統
一
応
募
書
類
」
を
使
用
し
、
大
学
卒
等
に
は

「
大
卒
用
応
募
社
用
紙
の
参
考
例
」
の
活
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

新
規
学
校
卒
業
者
以
外
の
一
般
の
採
用
選
考
に

お
い
て
は「
日
本
工
業
規
格（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
履
歴
書
」

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

適
正
・
公
平
な
採
用
選
考
を
実
施
し
、
就
職
差

別
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
は
、
県
民
す
べ
て
の
課

題
で
す
。

　

各
機
関
、
団
体
、
企
業
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

適
正
な
採
用
選
考
の
実
施
に
つ
い
て
、
積
極
的
に

お
取
り
組
み
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
格
別
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

従
業
員
の
採
用
選
考

早
期
転
換・
再
挑
戦
支
援
窓
口

の
無
料
相
談

交
通
事
故
無
料
相
談

東
海
大
学
付
属
望
星
高
等
学
校

通
信
制
課
程
生
徒
募
集

入札結果（５００万円以上）
工　　事　（ 委　託 ）　名 契約金額（円） 工　　　期 請　負　者

草部地区簡易水道基幹改良事業
実施設計業務委託 14,385,000 平成19年 7月23日～

平成19年10月 31日 共立設計（株）

野尻簡易水道施設基幹改良工事
（水源地及び配水池電気計装工事） 21,157,500 平成19年 7月23日～

平成19年11月 30日 （有）嶋田電設

野 尻 簡 易 水 道 施 設 基 幹
改 良 工 事（ 配 管 1 工 区 ） 14,206,500 平成19年 7月23日～

平成19年11月 30日 （株）ひゆがや

野 尻 簡 易 水 道 施 設 基 幹
改 良 工 事（ 配 管 2 工 区 ） 12,316,500 平成19年 7月23日～

平成19年11月 30日 （有）後藤建設

野 尻 簡 易 水 道 施 設 基 幹
改 良 工 事（ 配 管 3 工 区 ） 5,145,000 平成19年 7月23日～

平成19年11月 30日 （有）富士造園土木
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旅
は
道
連
れ　

一い
ち

期ご

一い
ち

会え

の
夢
も
ら
い　
　
　
　
　
　
　

森
川
そ
よ
子

ケ
イ
タ
イ
で　

元
気
な
声
の
旅
便
り　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

不
忘

う
っ
か
り
し
て　

諭
吉
栞
で
貸
し
た
本　
　
　
　
　
　
　

田
上
黙
公
子

ス
リ
ム
ね
ぇ　

福
祉
予
算
は
細
る
だ
け　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

信
子

い
づ
こ
も
同
じ　

肩
身
の
狭
ァ
ス
モ
ー
カ
ー　
　
　
　
　

馬
原　

馬
笑

ど
こ
吹
く
風　

こ
ぎ
ゃ
ん
心
配
し
よ
っ
と
に　
　
　
　
　

松
山
キ
ヨ
子

う
っ
か
り
し
て　

ス
リ
ッ
パ
履
い
て
戻
り
よ
る　
　
　
　

佐
楢
見
乱
坊

ス
リ
ム
ね
ぇ　

つ
ん
ぶ
る
わ
し
た
体
脂
肪　
　
　
　
　
　

後
藤　

愛
子

ケ
イ
タ
イ
で　

レ
シ
ピ
見
な
が
ら
料
理
さ
す　
　
　
　
　

佐
藤
多
可
雄

う
っ
か
り
し
て　

病
人
に
口
滑
ら
か
し　
　
　
　
　
　
　

上
井
加
根
女

い
づ
こ
も
同
じ　

預
金
に
回
す
金
は
無
ァ　
　
　
　
　
　

渡
辺　

雲
海

ケ
イ
タ
イ
で　

無
事
ィ
遭
難
し
と
る
げ
な　
　
　
　
　
　

岡
本　

琴
司

う
っ
か
り
し
て　

父
さ
ん
の
分
忘
れ
て
た　
　
　
　
　
　

箸
本
き
み
子

肥
後
狂
句　
（
阿
蘇
御
神
火
会
）

俳　
　

句
（
高
森
菜
の
花
句
会
）

北
窓
を
開
け
て
涼
し
き
風
貰
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
田　

フ
ミ

千
枚
の
青
田
眼
下
に
峠
越
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桐
原　

寿
子

涼
し
さ
や
竹
行あ
ん

灯ど
ん

の
コ
ン
サ
ー
ト　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
村
ふ
み
子

湧
水
に
映
る
七
夕
華
や
か
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

久
恵

も
の
言
わ
ぬ
亡
夫
に
ま
ど
ろ
み
明
易
し　
　
　
　
　
　
　

古
庄　

泰
子

梅
雨
の
日
や
相
合
傘
の
三
歳
児　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
田
ル
リ
子

遠
き
日
の
山
百
合
咲
き
し
通
学
路　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
原　

要
子

蜘
蛛
の
圍
に
ま
と
も
に
顔
を
突
っ
込
み
ぬ　
　
　
　
　
　

岩
下　

扶
美

梅
雨
明
け
に
バ
ン
ザ
イ
し
た
き
鎌
を
持
つ　
　
　
　
　
　

青
木
千
賀
子

緑
陰
の
城
垣
に
沿
い
廻
り
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
岡　

典
子

歌
詠
み

●
●
葉
月

　

第
12
回
高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
七
夕
ま
つ
り
で
開

催
し
た「
小
・
中
学
生
七
夕
書
道
展
」
の
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
各
学
年
の
特
選
の
み
掲
載
）

○
小
学
１
年　

白
石　
　

帆（
高
森
東
小
学
校
）

○
小
学
２
年　

本
田　

龍
磨（
高
森
東
小
学
校
）

○
小
学
３
年　

田
上　

愛
佳（
高
森
中
央
小
学
校
）

○
小
学
４
年　

白
石　

亜
実（
高
森
東
小
学
校
）

○
小
学
５
年　

今
村　
　

想（
高
森
中
央
小
学
校
）

○
小
学
６
年　

藤
森　

那
寛（
高
森
中
央
小
学
校
）

○
中
学
１
年　

桐
原　

彩
音（
高
森
中
学
校
）

○
中
学
２
年　

甲
斐　

美
咲（
高
森
東
中
学
校
）

○
中
学
３
年　

後
藤
ち
ぐ
さ（
高
森
中
学
校
）

外
で
も
自
宅
に
お
い
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
支
局

　

℡
０
９
６
７-

２
２-

０
１
３
７

　

児
童
扶
養
手
当
制
度
は
、
両
親
の
離
婚
な
ど
に

よ
り
、
父
親
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
な
い
母
子
家

庭
等
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、
児
童
の
心

身
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。

　

手
当
の
支
給
は
、
認
定
請
求
し
た
日
の
属
す
る

月
の
翌
月
分
か
ら
開
始
さ
れ
、
支
給
事
由
の
消
滅

し
た
日
の
属
す
る
月
分
で
終
わ
り
ま
す
。

○
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
へ

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
は
、
８

月
17
日
（
金
）
ま
で
に
「
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課
福
祉
係　

内
線
１
２
３

○
場
所　

高
森
総
合
セ
ン
タ
ー

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係　

内
線
１
２
６

　

阿
蘇
郡
市
民
体
育
祭
が
阿
蘇
郡
市
内
の
各
会
場

で
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
選
手
が

参
加
し
大
健
闘
し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
団
体
の
み
）

○
優
勝　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル（
男
子
）、
グ
ラ
ウ
ン
ド 

　

ゴ
ル
フ（
女
子
）

○
準
優
勝　

陸
上（
総
合
）、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
柔

　

道
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン（
男
子
）

○
第
３
位　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル（
女
子
）、
バ
ス
ケ
ッ

　

ト
ボ
ー
ル（
男
子
・
女
子
）、
弓
道
、
ク
レ
ー
射

　

撃
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル（
女
子
）
時30

分
〜
午
前

11

時30

分
、
午
後
０
時30

分
〜
午
後
４
時

い
ず
こ
も
同
じ　

息
子
は
嫁
に
お
っ
取
ら
れ　
　
　
　
　

桐
原　

白
酔

旅
は
道
連
れ　

生
き
る
喜
び
く
れ
た
彼　
　
　
　
　
　
　

浦
塚　

南
天

阿
蘇
郡
市
民
体
育
祭

小
・
中
学
生
七
夕
書
道
展

▲湧水館に8月末まで展示されています。

▲ソフトボール男子チーム。
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　メタボリックシンドロームは、おなかの周りに脂肪が
つく内臓脂肪型肥満に加え、高血糖や高血圧、高脂血症
といった生活習慣病の危険因子をあわせ持っている状態
のことです。これらは、さまざまな形で血管を傷つけ、
動脈硬化を引き起こし、心臓疾患や脳血管疾患、人工透
析の必要な腎不全などにいたる原因となります。

　内臓脂肪と高血糖の関係は？
　食べ過ぎなどによる余分なエネルギーは肝臓や筋肉、
脂肪細胞に脂肪として蓄積されます。従来、脂肪細胞は
脂肪を蓄積するだけの細胞と考えられていましたが、近
年、脂肪細胞からは種々のホルモンが分泌されているこ
とがわかってきました。肥満をきたす肥大化した脂肪細
胞からは、インスリンの働きを妨害する物質が分泌さ
れ、逆にインスリンの作用を高める物質が減少し、血糖
値を上昇させることとなります。
　また、肥大化した脂肪細胞だけでなく、筋肉や肝臓に
過剰に脂肪が蓄積されることでもインスリンの働きは悪
くなることがわかっています。

　高血糖状態を予防するには
　高血糖状態が最初に現れるのは、食後の糖の処理状況
でわかってきます。健診などでは空腹状態での検査にな
るので見逃されることが多くなります。肥満や高血圧、
高脂血症などをあわせ持っている人で血糖値は正常とい
う人も注意が必要です。
　自分の糖の処理状態を早期に知り、真の糖尿病に移行

させない、動脈硬化による合併症の発症や進行を阻止す
る、インスリンの分泌機能をできるだけ長持ちさせるこ
とが重要です。
　そのために、
①バランスよく３食規則正しく、エネルギーを摂り過ぎ
　ないよう腹八分目に食べましょう。
②野菜をたっぷり摂りましょう。
　食物繊維は血糖の吸収を穏やかにし、食後の高血糖を
　抑えてくれます。
③有酸素運動を積極的に取り入れましょう。

　健診結果や具体的な予防法がわからないなど、気にな
る方はお気軽にご相談ください。

■お問い合わせ先
　住民福祉課健康推進係
　℡62-1111（内線126・127）

 ○作り方
　❶ 耐熱皿にご飯とカレーを盛り付
ける。

　❷ ❶ に溶ろけるチーズとパン粉、
　　好みで卵をのせて、オーブントー
　　スターでこんがりと焼く。

○材料（1人分）
ご飯茶碗1杯、カレー
（前の日の残り）適量、
溶ろけるチーズ20ｇ、
パン粉少々、卵1個

Cooking

健康講座H e a l t h y  c o u r s e

メタボリックシンドロームと高血糖（糖尿病）

すまいるフェスタ inたかもり　朝食メニューコンクール

「焼きカレー」

パート ⑵

馬原大空さんの作品
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●町社会福祉協議会へ（敬称略）
［香典返し］
　住吉　昭則　　後藤　隆喜
　甲斐　義昭　　桐原　文夫
　岩下ツヤ子
●広報送料寄付（敬称略）
　大谷　峯子（奈良県五條市）
　谷川エミ子（合志市合生）

休日在宅医
◎診療は午前9時から午後5時まで

8月12日 後 藤 医 院 ℡ 67-0019

8月19日 阿 蘇 立 野 病 院 ℡ 68-0111

8月26日 平 田 医 院 ℡ 62-0216

9月  2日 藤 本 医 院 ℡ 67-0020

9月  9日 阿 蘇 立 野 病 院 ℡ 68-0111

9月16日 寺崎内科胃腸科クリニック ℡ 62-0378

■8月12日～9月16日分

15 Public Information

おくやみ
もうし
あげます

2007年6月受付分（敬称略）

愛の
ご寄付

CONTRIBUTION

編 集 後 記
An editorial postscript

［ 住 所 ］
色 見・ 中 園
高 森・ 下 町
菅 山・ 水 迫
高 森・ 村 山
高 森・ 冬 野

［ 死 亡 者 ］
住吉　スヨ
後藤　卓雄
橋本　久男
甲斐　國男
後藤イツヨ

［年齢］
81
89
75
78
87

［ 御 遺 族 ］
住 吉　 昭 則
後 藤　　 明
橋 本　 信 子
甲斐トミエ
後 藤　 隆 喜

▲

7 月 16 日に発生した新潟県中越沖地震。被災者とそのご家
族に対して心からお見舞いを申し上げます。

▲

連日報道され
る復旧活動や避難所生活の様子を見て感じたことは、行政へ
の期待の大きさ。もしも災害が発生した場合は、行政と住民
が連携して対応していかなければなりません。そのためには
防災訓練に積極的に参加したり、町が配布した防災マップを
確認しておくことが大切です。

平成１9年6月30日現在

の
人
口

人口／７，５27人（－   3）
男性／３，５8２人（±  0）
女性／３，９４5人（－　3）
世帯／２，７76戸（－  5）

T a k a m o r i  C a l e n d a r
高森カレンダー

8月16日～9月15日

●8月17日（金）～18日（土）
　風鎮祭

●8月17日（月）
　6か月児相談（高森総合センター）／9：00～12：00
　3か月児健診（高森総合センター）／13：30～16：00

●8月20日（月）～24日（金）
　血管若返り教室（高森総合センター）
　／9：00～17：00

●8月21日（火）
　マタニティ料理教室（高森総合センター）
　／9：30～14：00
　親子ソフトボール大会（町民グラウンド）
　／18：30～20：30

●8月24日（金）
　年金相談（高森総合センター）／10：00～15：00

●8月27日（月）
　役場支払日

●9月8日（土）
　第59回阿蘇畜産共進会（南阿蘇畜産農業協同組合）
　／8：30～12：30

●9月5日（水）
　役場支払日

お詫びと訂正
　広報たかもり7月号の 9 ページ「高齢歩行者教育システム
講習会」で、横町老人クラブ若葉会と掲載しましたが、横
町老人クラブ清栄会の誤りでした。お詫びして訂正します。
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A public relations magazine

　７月６日から８日まで、「第12回高森湧水トンネル七夕まつり」が開催されました。3日間で訪れた観光客数は約4,000
人。トンネル内には、巨大七夕飾りが73基展示され、見る人の目を楽しませていました。また、トンネルの外では、「湧
水池リンピック」や「ヤマメのつかみ取り大会」など楽しい催しが行われ、観光客は楽しい思い出ができたようでした。
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                      第12回   
      高森湧水トンネル

七夕まつり

幻想的な空間でひと夏の思い出！


